
国土強靱化 民間の取組事例 075   顧客を守る 

ビジネスにつなげる！ ▶顧客を守る 13レジリエンスに特化した商品やサービスをつくっている例 

075 東北大学・東京海上日動 産学連携地震津波リスク研究 

取組主体 法人番号 事業者の種類（業種） 実施地域 
東京海上日動火災保険株式会社 2010001008824 その他防災関連事業者

（金融業，保険業） 
宮城県 

 東京海上日動火災保険株式会社では、平成 23年 7月に東北大学と締結した産学連携協定に基づき、
①地震・津波リスク評価研究、②津波避難研究、③防災教育・啓発に取り組んでいる。 

 リスク評価研究としては、建物・船舶被害データを用いた被害関数の構築や、日本全国の沿岸にお
ける津波波高・流速の確率論的評価等を行っている。 

 津波避難研究としては、仙台市の避難訓練調査・訓練実施への協力、宮城県山元町での自動車を使
った津波避難訓練の企画･実施･調査、気仙沼市等と津波避難計画策定等を実施している。また、防
災教育としては、出前授業や高校生への災害研究指導、防災クリアファイル作成・配付、「あしたの
笑顔のために～防災・減災情報サイト～」*を通じた防災・減災情報の発信等を行っている。 
* http://www.tokiomarine-nichido.co.jp/world/egao/ 

 東北大学における津波リスク評価等の災害科学の知見・データ等と同社がこれまで保険ビジネスで
培った地震・津波リスクに対する知見・データ等を元に、両者が連携協力して研究開発や人材育成
を強化していくとともに、平成 27年 3月に仙台で開催された第 3回国連防災世界会議パブリック・
フォーラムや平成 28 年 3 月に開催された仙台防災未来フォーラムにおいて、研究成果を発信する
など、得られた知見や情報を広く社会に提供している。 

 

 


